モネ、風景を見る眼
ポ－ラ美術館　2013.07.13〜11.24　国立西洋美術館　12.07〜2014.03.09
　充実した「モネ」コレクションを誇る２館が初めて共同企画した夢の共演の「モネ、風景を見る眼」展覧会が、先ず箱根・ポーラ美術館で開催されている。
巨匠「モネ」は、ほとんど人物を描くことなく、風景画における光や色彩の効果に関心を寄せていた画家で、1883年にパリ北西約70kmの村「ジヴェ－ルニ－」に移り住んでセーヌ川支流の「エプト川」での情景を好んで描いている。
展覧会の注目点は、＜舟遊び＞(1887年油彩・カンヴァス、写真上)と＜バラ色のボート＞（1890年油彩・カンヴァス、写真下）が同時に展示されていることである。
作品は何れも舟を画面上部に配置し、右の舳先は大胆に断ち切って、娘たちの顔はあいまいであることで、＜船遊び＞の主役はむしろ水面に映える空と雲、波に揺らめく人物の影である。一方、＜バラ色のボート＞は、その影も朦朧となり、水面のうねりが強調されている。この光や太陽と同様に移ろいゆく水の様相を描く技法は、18世紀から始まった＜睡蓮＞の連作へと結実していった。
ポスト印象派の画家「セザンヌ」は、“モネは眼にすぎない。何と素晴らしい眼だろう”と賛辞のことばを贈ったという。
尚、「レオナール・フジタ」（1886〜1968）の未公開作品である＜グロテスク＞＜キュビスム風静物＞＜シレーヌ＞３作品が世界初公開として展示されている。
「モネ展」は､12月７日から「国立西洋美術館」（上野公園）でも展示される。
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